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医院新聞ってナニ？

●１月19日（土）　宇治田竜一氏（経税部員、中央区開業）
　院長経営セミナー 自院の決算書を読む

●１月19日（土）　清水聖保氏（精神科医、東淀川区開業）
　歯科における、精神疾患を持つ患者治療のアドバイス

●１月20日（日）
　大田洋二郎氏（静岡県立がんセンター歯科口腔外科部長）
　周術期患者の口腔ケア

●１月26日（土）　救命救急士（大阪市消防局浪速消防署）
　普通救命講習

●１月26日（土）　柄溝宗生氏（協会税理士団）
　「弥生会計」パソコン記帳講座 決算編

●１月26日（土）　社保研究部講師団
　個別指導対策講習会
　「高点数」医療機関が選ばれる傾向とその対策

●１月27日（日）　石割郁子氏（Ｅ＆Ｅプロモーション代表）
　患者をモンスターにしないための接遇とは
　クレームの初期対応と安全管理としての接遇の基本

●２月２日（土）　冨本昌之氏（大阪市港区開業）
　アシスタントのためのバキュームテクニック

●２月２日（土）
　寺嶋洋幸氏（大阪市西成区）、伊津進弘氏（八尾市）
　歯周病と糖尿病　共同研究説明会

●２月16日（土）　尾内康彦氏（大阪府保険医協会事務局次長）
　患者トラブルを解決する「技術」

●２月16日（土）　山上博史氏（堺市西区開業）
　今さら聞けないパーシャルデンチャーの基礎Part３
　印象採得の実際　臨床編

●２月16日（土）　吉田裕志氏（協会副理事長）
　今日からできる歯科訪問診療

●２月23日（土）　嶋田一郎氏（内科医）・村田雄子氏（歯科医）・
　　　　　　　　笹野弘子氏（管理栄養士）
　よりよい摂食・嚥下障害リハのためのシンポジウム

●２月23日（土）　佐飛淳一氏（協会顧問税理士団）
　確定申告対策
　税理士まかせにしない確定申告のポイント

●２月24日（日）
　木ノ本喜史氏（大阪大学歯学部臨床教授、吹田市開業）
　安全で効率的な感染根管治療を考えよう！

●２月24日（日）　歯科臨床・学術部講師団
　シャープニングセミナー

●２月27日（水）～３月13日（水）　協会顧問税理士団
　確定申告個別相談会

●３月２日（土）　富永千嘉氏（土井勝料理教室アシスタント）
　男の料理教室

●３月９日（土）
　宮内修平氏（北区開業、元大阪大学歯学部助教授）
　審美歯冠補綴臨床と支台歯形成 ＭＩを考えながら

●３月10日（日）
　角谷安規子氏（関西医科大学形成外科学講座研究員）
　医療人のためのメーキャップ講座

●３月10日（日）　上田秀人氏（八尾市開業、時代小説家）
　文化講演　時代小説家・上田秀人氏

●３月10日（日）
　川端重忠氏（大阪大学大学院歯学研究科口腔細菌学教室教授）
　口腔領域の微生物感染症　up-to-date
　人食いバクテリアもふくめて

●３月17日（日）　村上伸也氏（大阪大学大学院歯学研究科教授）
　歯周病で失われた骨の再生療法

●３月23日（土）
　有田憲司氏（大阪歯科大学小児歯科学講座主任教授）
　小児の歯の外傷最前線

●３月23日（土）　高橋貫之氏（大阪歯科大学歯周病学講座助教）
　歯周治療の最前線

●３月24日（日）　行き先：兵庫県三田市小柿渓谷
　ほのぼのあまご釣り大会

●３月30日（土）　小倉孝文氏（市立堺病院歯科口腔外科部長）
　患者を口腔外科に紹介する時の注意点
　口腔粘膜疾患から周術期口腔機能管理まで

●３月30日（土）　尾内康彦氏（大阪府保険医協会事務局次長）
　患者トラブルを解決する「技術」

●４月13日（土）
　原田丈司氏（大阪大学大学院歯学研究科口腔外科学第一教室助教）
　「歯科外来診療環境体制加算」の施設基準に係る研修会

●４月21日（日）
　鈴木哲也氏（東京医科歯科大学歯学部口腔保健学科教授）
　顎堤吸収の著しい下顎無歯顎症例への対応
　よい義歯とだめな義歯を分ける７つのルール

●４月27日（土）　社保研究部講師団
　社保講習会

●5月12日（日）　水原道子氏（大手前短期大学准教授）
　新人スタッフ総合講座

●6月8日（土）　社保研究部講師団
　個別指導対策講習会

●６月23日（日）　医科・歯科会員
　第６回日常診療経験交流会
　ささえよう患者と家族　考えようターミナルケア

●７月21日（日）
　大村進氏（横浜市立大学附属市民総合医療センター歯科部長）
　この症状は精神科か？歯科か？

●９月８日（日）
　天野敦雄氏（大阪大学大学院歯学研究科予防歯科学教授）
　21世紀のペリオドントロジー ： 
　最新病因論に基づいた診断・治療

●10月13日（日）　窪木拓男氏（岡山大学歯学部第一補綴学教授）
　顎関節症と口腔顔面痛

●11月17日（日）　須貝昭弘氏（神奈川県川崎市開業）
　こどもたちをう蝕・不正咬合から守る

●隔月発行・最低100部から利用できます。
●新聞の「題字」は医院ごとに入れ替えます。
●部分的に記事を入れ替え（別途料金が必要な場合があります）、各医院独自の紙面
にすることができます。地域性、患者層に合わせたフレキシブルな活用が可能です。

年間6000人以上が参加する講習会など
これまでと、これからの企画

専門家がお応えします　※事前予約制（先約順）

毎月第1月曜日 午後2時～4時　 30分単位法律相談（弁護士）

毎月第3水曜日 午後2時～5時　 1時間単位税務相談（税理士）

毎月第3木曜日 午後2時～4時　 1時間単位雇用相談（社労士）

　従業員が一人でもいるときは、労働保険（労災保険・雇用保険）に加
入し、保険料を納付する義務があります。協会では厚生労働大臣認可
の労働保険事務組合を設立し、面倒な保険料申告・納付や雇用保険の
事務手続きを代行します。

　「医院新聞」は、歯科医院と患者さんを結ぶコミュニケーション紙です。医療
に関する豊富な情報に加え、患者さんの疑問にお答えする「Q&A」、グルメやク
イズといった文化・娯楽欄も充実した“患者さんに喜ばれる新聞”です。窓口で
患者さんに手渡したり、リコールのお知らせに同封したりして、多くの医院でご
利用いただいています。

患者さんと結ぶ定期便

労働保険 スタッフに安心の笑顔

相談コーナー

基本紙面は協会が責任編集
記事の差替えで個性が光る
年間1800件超の患者さんの声

労災保険
雇用保険
合　計

事業主負担
3.0/1000
8.5/1000
11.5/1000

労働者負担
0

5/1000
5/1000

合　計
3.0/1000
13.5/1000
16.5/1000

（2013年4月から適用）

（年額）

賃金等に対する保険料率

雇用保険被保険者数1～3人
労災保険のみ委託

雇用保険被保険者数4～5人
雇用保険被保険者数6人以上

12,000円
12,000円

18,000円
30,000円

安い協会・事務組合の委託事務手数料

こ
ん
な
時

お
役
に
立
ち
ま
す

●退職時の最低限の保障ー失業給付
●業務中や通勤途上の事故によるケガへの補償
　ー療養給付・休業給付など

●治療後も障害が残ったり、万一死亡した場合の
　遺族に対する補償ー遺族年金・障害年金

※これからの企画は、現在決まっているものだけです。今後増えていきます。

利用料金（有料差し替えなしの場合）
●100部=1万4100円
●200部=1万4800円
●300部=1万5500円
（以下100部を増すごとに700円UP）


